
 

 

 

学校教育目標：「共に学び合い，心豊かにたくましく生きる児童の育成」 

 

 

 

 

校外学習・学校行事～対策を行いながら～ 

 夏休みが明けてから，１か月あまりになります。緊急事態宣言は解除されましたが，９月３０日ま

では，「まん延防止等重点措置適用」期間となっており，５年生の野外活動は，延期といたしました。

学校では，引き続き児童の健康・安全のために感染症防止対策を行い，宮城県・仙台市の感染状況の

動向をみながら，校外学習や学校行事に取り組んでいきます。 

４年校外学習「天文台」 
 ８月２７日（金）には，４年生が校外学習として天文台に行きました。展示室では，一人一人がワ

ークシートを使って学習をしました。解説パネルや模型，CG 映像，体験コーナーなど，どのコーナ

ーも分かりやすかったようです。プラネタリウムでは，「月と星」について楽しく学習してきました。

口径 1.3ｍの「ひとみ望遠鏡」を初めて見た人は，大きさに驚いていたようです。 

 

６年自分づくり夢教室「仙台ガールズプロレスリング」 
９月１６日（木）には，６年生の自分づくり夢教室を行いました。今年は，「仙台ガールズプロ

レスリング」から，DASH・チサコさん，橋本 千紘さんの他練習生３名の方々が来てくれました。

初めは，人生に関してのお話を聞き，「人生は一度きり」や「夢を２つ持つことも大切」などの言

葉が，子供たちの心に響いていました。後半は，マットをリングの代わりにして，腕立て伏せや腹

筋に一緒に挑戦しました。最後は，目の前でドロップキックやジャーマンスープレックスなどの技

をみせてくださいました。模擬試合を見た子供たちは，その迫力に圧倒されていました。 

 

 

学校だより 
令和３年９月２４日 

 在校児童数３６０名 
仙台市立芦口小学校  

 

982-0824 仙台市太白区芦の口１番１号 
℡ 022-246-0858 E-mail asibue@sendai-c.ed.jp 
HP http://www.sendai-c.ed.jp/~asibue/ 

＜協働型学校目標・重点目標＞ 

心にとどくあいさつを広げよう 
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５年野外活動 

→10/18へ 

５年弁当日 

1   

 

 

 

 2  3 

4 

１年４校時限 

あいさつ運動 

委員会活動 

５年ゲストティ

ーチャー来校 

 5  

生活朝会 

6  

エチケット検査 

SC来校 

特別支援学級６

校交流校外学習 

（八木山動物公園） 

7 8 

全校５校時限 

第１学期終業式 

端末持ち帰り 

給食あり 

9 

秋休み～

10／13 

10 

11 

臨時休業日 

 

12   

秋季休業日 

 

13   

秋季休業日 

 

14   

第２学期始業式 

６年発育測定 

給食あり 

15 

１年中耳検査 

なかよし発育測定 

16 

おやじの

会企画   

17 

18 

５年野外活動 

（泉ヶ岳） 

 

19 

４年発育測定 

５年５校時限 

20  

特タ４校時限 

SC来校 

３年発育測定 

給食あり 

21  

芦口体操 

５年脊柱側弯

症検査 

22 

２年発育測定 

たてわりリー

ダー会 

23 

 

24 

25 

クラブ活動 

１年発育測定 

陸上記録会壮行会 

26 

全校５校時限 

５年オーケス

トラ鑑賞 

27   

エチケット検査 

６年校内陸上

記録会 

５年校外学習 

(荒浜震災遺構) 

28   

校内陸上記録

会予備日 

ＰＴＡ研修会 

(14:00～) 

29 

たてわり活動 

５年発育測定 

 

30 

 

31 

※ コロナウイルスの感染状況により，学校・学年行事が中止や変更となる場合があります。 

 

授業時間が変わります 

 ２学期（１０月１４日）から，下学年の授業時間が変更になります。 

  １年生…月曜日 ４校時限⇒５校時限へ（２５時間／週） 

  ２年生…木曜日 ５校時限⇒６校時限へ（２６時間／週） 

  ３年生…金曜日 ６校時限⇒５校時限へ（２７時間／週） 

 

洋式トイレが増えました 

 夏休み中に工事が入り，１階・３階・

４階の女子トイレが和式から洋式になり

ました。洋式トイレが空くのを待つこと

が少なくなくなりました。 

 

ＰＴＡ研修会 

日時：１０月２８日（木）１４：００～ 

会場：視聴覚室 

講師：加齢医学研究所 松﨑 泰先生 

演題：「メディアやゲームの生活環境への影響：

どうつきあっていけばいいか」 

 


